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「ボランティア活動に思う」

東日本大震災において、全国から多くのボランティアが被災地に駆け付

け、復旧・復興のために活躍する姿が印象的だった。1995年の阪神・淡路

大震災での被災地支援をきっかけに、わが国におけるボランティア活動は、

かつての「自己犠牲による奉仕」といったイメージから、「自己実現を可能に

する活動」といった、より積極的なイメージに変化してきたように感じる。

当社でも、ボランティア活動を社会貢献活動の中核に位置付けており、

多くの社員が被災地での震災復興支援をはじめ、国内外のさまざまな場で

ボランティア活動に参加している。私も今年の9月に、約20名のボランティ

ア社員と共に中国吉林省長春市の小学校を訪問し、農村から都市に出稼ぎ

に行く「農民工」の子どもたちへの支援を行ってきた。

  「農民工」の子どもたちは、教育機会の確保や、親と離れて暮らすことに

よる心理的な影響など、さまざまな問題を抱えている。訪問3年目になる

今年は、長春市郊外の15の小学校に、「七彩小屋（虹色の部屋）」と名付け

たスペースを設置し、学習用具や卓球台、パソコンなどを贈り、子どもた

ちが自由に使えるようにした。パソコンのテレビ電話機能により、都市に

いる親と話ができるというわけである。訪問先の小学校では、子どもたち

が剪
はさみえ

絵の腕前を披露し、漢詩を見事にそらんじてくれた。私たちは、日本

から持ち寄った風船や折り紙、社員がハンカチで手作りしたポーチをプレ

ゼントするなど、交流を行った。

日中間にはさまざまな課題があるが、こうした草の根の交流によって相

互理解が促進されることを願っている。なお、昨年交流した貴州省の小学

生たちは、東日本大震災の発生を聞いて、「3・11」の形にロウソクをとも

して祈りをささげ、お見舞いのメッセージカードを届けてくれた。

わが国のボランティア活動を、今後さらに身近で等身大の存在にするに

は、若い世代を中心にボランティア活動に参加しやすい環境を一層整備し

ていくことが必要である。例えば、大学入学前もしくは卒業後の一定期間

を国内外でボランティア活動等を行って過ごすことのできる英国等の

「Gap Year」導入の検討や、企業における「ボランティア休暇」を取得し

やすい環境づくりなどが考えられる。大学や企業においてもさまざまな工

夫によってボランティア活動を支えていく必要があるのではないかと思う。
【イギリス・ヴィクトリア王朝期のタイル柄】
この時代は産業革命による経済発展が成熟したイギ
リス帝国の絶頂期。「ヴィクトリア調」は装飾過剰をイ
メージさせますが、この柄は清楚でエレガントです。

今月の表紙：世界の文様シリーズ


